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１．目的 

どのような色が、押されやすい傾向があるかを調査する。 

２．調査方法 

多摩大生にアンケートを行う 

  以下、アンケート内容。 

 

    ４つの色・３つの形・4つの場所の様々なボタンを用意し、どれが押されやすいか

調査する。 

 

   例・ 

    

３．分析方法 

 SPSSで多重比較を使い分析を行う。 

   その結果から、押されやすい色について調べ、考察する。 


